

















































使って来た。’40年代結核， ’50年代成人病， ’60年代癌， ’70年代環境保全， ’80年代健康の
創造。そしてこれからは何か。 Qualityof lifeー とりっき易く快適性あたりが主テ マーとな
ろうか。
人聞をめぐる諸条件の変化は急速であり，同時にそれを研究する基礎的な考え方も常に変っ
て行くものと思う。
＊＊ 
今年発刊される紀要29号は毎年出している一般論文集であるが， 28号は30周年記念特別研究
委員会による共同研究“本学入学生の意識・実態に関する総合的調査研究”掲載の特別号の型
をとっている。この調査の目的は同委員会の表現を借りるならば，入学者の多面的な意識面を
明らかにして，本学における総合的，長期的学生指導の基礎資料を得ることにあると記されて
いる。詳細な説明は別にあると思うので省略するが，同種の調査は創立20周年時に行われたの
で， 10年たった今回は第2回目ということになる。同じ研究のつみ重ねの重要な意義もふまえ
て，さらに 3回， 4回とデータを積んでほしいと考えると同時に，これを調査の主柱とするな
らば，可能な折には単発的に，対象の範囲を拡げて，他地域とかあるいはアメリカの姉妹校と
の対比なども興味のあることかもしれない。いずれにしてもこの共同研究に従事した多くのひ
とびとのご苦労に感謝すると共に，本学の研究活動が創立30周年を契機にさらに活発になるこ
とを願って序といたしたい。
